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はじめに　近年、児童虐待等により家庭で暮らす事ができ
ず社会的養護下で生活する子どもが増加している。このよ
うな状況から日本は社会的養護の基本理念に子どもの権利
擁護をかかげ、里親・ファミリーホーム委託という家庭養
護の推進を図っている。国際的に見ても「国連子どもの権
利条約」において、社会的養護が必要な場合には家庭養護
が優先とされている。家庭養護下で育つ子どもにも、最善
の利益を意図した支援が保障されるため、里親には子ども
の権利擁護を意識した養育の実践が求められている。　
　しかし里親家庭で起きた杉並区３歳女児死亡事件（2010
年）など、家庭養護のもとに育つ子どもたちは、子どもの
権利として措置された家庭で虐待などの権利侵害をうけて
いる問題が報告されている。この問題を明らかにするため、
「里親の子どもの権利に関する意識」と「里親から里子への
権利侵害が生じる構造」を研究目的に設定した。
１．方　法
（１）質問紙調査　里親・ファミリーホームの養育者の経験
のある68名（平均年齢56.3歳、平均養育年数10.1年）につ
いて分析した。質問項目は ①国連子どもの権利条約の認知
状況、②養育において子どもの権利を意識しているか、③
大切だと思う子どもの権利であった。
（２）インタビュー調査　５県に居住する里親21名（平均年
齢57.6歳）に半構造化面接を実施した。質問項目は ①あな
たが思う子どもの権利、②子どもの権利に関係した養育行
動の内容と理由等であった。分析は質的データ分析法（佐
藤、2008）を用いて、子どもの権利に関する意識・行動一
覧表を作成し「意識されている（されにくい）子どもの権
利」、「擁護されている（されにくい）子どもの権利」を明
らかにした。その上で里親自身の悩みであった「意識され
るが擁護されにくい子どもの権利」に焦点をあて、概念の
関係を示す表を作成し、語りを引用して考察を深めた。
２．結果と考察
（１）里親の子どもの権利条約の認知状況　条約を内容まで
知っている里親は３割にとどまったが、養育において子ど
もの権利を意識している里親は６割にのぼった。条約の内
容は知らないが、個人の子育て観で子どもの権利を意識し
ている里親が多いと考える。
（２）重要視している子どもの権利と条約の内容の理解
　χ２検定により、条約の内容を知る里親は意見表明権を
重視していた（p〈0.05）。意見表明権は、里親の養育指針
等で具体的に説明されており、条約を学んだ里親は子ども
の意見を尊重しながら養育を実践していると考えられる。
（３）子どもの権利に関する意識と行動　里親は条約と対応
する子どもの権利を多数、擁護していた。「意識されるが擁
護されにくい子どもの権利」は、①「虐待・放任からの保
護」、②「プライバシーの保護」であった。
①虐待・放任からの保護は、９割の里親に子どもの権利と
意識されながら約４割の里親が養育に暴力を用いた経験が
あった。養育に暴力を用いるのは「感情のコントロールが
できなくなる」「しつけのために暴力が必要な意識がある」
「暴力の認識が不十分」という理由であった。「感情のコン
トロール」に関しては今後、里親研修にストレスマネジメ
ントの導入が検討されるべきであろう。「しつけのための暴
力の肯定」、「暴力の認識不足」は、民法上の懲戒権の解釈
により体罰が容認される風潮も影響していると思われる。
2015年現在、世界の46か国で体罰の法的全面禁止が実現さ
れているが日本においても体罰禁止の法的整備が必要であ
ろう。またポジティブディシプリンのような非暴力に根ざ
した子育て法を社会全般に普及する働きかけが必要と考え
る。
②プライバシーの保護も、７割の里親に子どもの権利と意
識されながら５割弱の里親から侵害行動が語られた。特徴
として、里子の幼少期に侵害行動が集中し、思春期に入る
頃からは擁護されていた。里親がプライバシーを侵害する
理由は、子どもの最善の利益を考慮して「教育への権利」
や「地域で偏見をもたれず育つ権利」等の権利擁護を優先
した結果であった。里親に子どもは幼少期でもプライバ
シーの権利主体であること、他の権利擁護を優先する場合
でも個人情報の取り扱いに際しては、子どもへの意思確認
が必要であることを伝えていく働きかけが必要と考える。
まとめ　家庭養護の養育実践は里親の子育て観の影響が大
きく、現状では子どもの権利を擁護する権利基盤型養育と
は言えない。特に「虐待・放任からの保護」「プライバシー
の保護」は里親に意識されながらも擁護されにくい権利で
あることが明らかになった。権利基盤型養育の拡充のため
には、これらの構造を理解した働きかけが必要である。
